
学校給食を考える

Part 1 『土が変われば、未来が変わる』

　豊岡市では、コウノトリ育む農法をはじめ、環境にやさしい農業が盛ん
に行われています。学校給食でも地産地消を推進しており、市内で収穫
された有機野菜を使った給食を提供する「有機りんりんDAY」を実施し
ています。（令和７年度は年間６回、令和８年度は年間９回程度）
　今回は、給食用の食材を出荷している、出石で有機農業に取り組む
小山収平さん（33歳）を訪ねました。小山さんは出石町宮内を拠点に、
令和元年の就農以来、５０ｍのビニールハウス５棟と１ｈaの畑で、有機ＪＡＳ認証を取得した有機農業
を営んでいます。化学肥料や農薬に頼らず、作物本来の力を引き出すための肥料設計や土づくりに力
を注ぎ、土の状態を丁寧に見極めながら、一つ一つの工程を大切にした栽培を行っているのが特徴で
す。栽培しているのは、ほうれん草、ピーマン、ニンジンなど、日々 の食卓に欠かせない身近な野菜たち。
収穫された野菜は市内の学校給食に提供され、子どもたちの健やかな成長を支えています。
　小山さんのように、若い世代が「土づくり」から丁寧に取り組む有機農業を実践していることは地域
の食の安全を守るだけでなく、未来の環境保全にもつながります。給食を通して、子どもたちは食への
理解を深め、環境に配慮した農業を身近に感じながら、地元の豊かな恵みと生産者の思いを受け取っ
ています。

（農業委員　仲川　弘之）

『但馬地区研修交流会』
　令和7年10月23日に但馬地区の農業委員会研修交流会が県立但馬長寿の郷で開催されました。兵庫
県農林水産部農業経営課より、研修テーマとなっている「担い手への農地集積・集約化対策、担い手
不在地域への外部担い手の参入促進対策について」を講演いただきました。次に、会長協議会幹事で
ある朝来市農業委員会の会長から今回のテーマについて説明があり、その後、異なる農業委員会の参
加者で編成されたグループに分かれて意見交換を実施。最後に農業
委員会ごとに分かれて内容を整理し、各会長が今後の活動につなげ
るための発表を行いました。グループワークでは、それぞれの農業
委員会の枠を超えた自由な議論が交わされ、「他の市町の農地の集
積集約化や担い手の状況が情報共有できた」「農業委員・推進委員
がリーダーシップをとって問題に取り組む必要がある」といった声が
寄せられました。参加者同士の交流を通じて、新たな気づきや今後
の活動へのヒントが得られる有意義な機会となりました。
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問い合わせ先　　豊岡市農業委員会　TEL.0796-21-9021
　　　　　　　　最寄りのJAの農業者年金担当
　　　　　　　　独立行政法人農業者年金基金　専門相談員　TEL.03-5919-0371　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整室　TEL.03-5919-0332（ ）

⑦　⑦　とよおか農業委員会だより　とよおか農業委員会だより　2026. 3.312026. 3.31

　2025 年１月から12 月までに利用権が設定（公告）された賃貸借（借賃が有料）における賃借料水準（10ａ当たり）
は、以下のとおりです。
　この金額は実績から算出された参考数値です。土地の広さや形状、水利等の各種条件を考慮し、賃貸借当事者間
で賃借料を決めてください。

2026年２月 26 日　　豊岡市農業委員会
■田（水稲）

地域名 平均額（円 /年） 最高額（円 /年）最低額（円 /年） 抽出筆数
（借賃が有料）

使用貸借筆数
（借賃が無料）

豊岡地域 8,000 10,000 4,000 19 977
城崎地域 － － － － －
竹野地域 － － － － －
日高地域 9,900 10,000 6,000 86 455
出石地域 8,400 11,200 3,000 241 297
但東地域 － － － － －
全 地 域 8,700 － － 346 1,729

【この表の見方】
１　抽出筆数は、標準的な賃借料を算出するため、全賃借料の平均値±70％を超えるものを除いています。
２　金額は、100 円単位に四捨五入しています。
３　参考のために使用貸借（借賃が無料）の筆数もお知らせします。
４　畑については事例が少ないため算出しません。※城崎・竹野・但東地域は賃借事例が少なく、表記しません。

農地の賃借料情報


